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事務所／〒484-0081 犬山市大字犬山字西畑 22-5 

電 話／0568-61-5219 F A X／0568-61-5523 
U R L／http://www.inuyama-rc.org/ ｅ-mail／info@inuyama-rc.org 
例会場／〒484-0082 犬山市大字犬山字北古券 107-1名鉄犬山ホテル 

電 話／0568-61-2211 毎週火曜日／12：30～13：30 

 

■会 長：日比野 万喜男 

■幹 事：稲 垣 圭 次 

■会報委員長：梅 田 佳 和 

第２７８１回  例  会 （ Ｈ３１．４．１６ 火 曇り ☁ ） 

点 鐘 日比野 万喜男会長 
R . S それでこそロータリー 四つのテスト 
幹事報告 稲垣 圭次幹事 
１）下記クラブは法定休日又は定款による休会又は 

クラブ都合により（メーキャップ受付なし）です 
クラブ名 例会日（曜） クラブ名 例会日（曜） 

名古屋城北 4月23日(火) 名古屋空港 4月29日(月) 
尾 張 旭 4月26日(金)   
下記クラブは例会変更です 
クラブ名 例会日（曜） 場所（変更理由） 

犬 山 4月23日(火) 
(職業奉仕担当 

早朝例会) 

愛知長久手 
4月23日(火) 

→ 4月21日(日) 
(親睦家族例会) 

岩 倉 
4月23日(火) 

→ 4月25日(木) 
(江南・岩倉合同例会) 

名古屋東南 4月24日(水) (2RC 合同夜間例会) 

各 務 原 
4月24日(水) 

→ 4月20日(土) 
(IA 合同ポリオ撲滅 

街頭募金活動) 
江 南 4月25日(木) (曼陀羅寺例会(夜間)) 
春 日 井 4月26日(金) (植樹例会) 

美 濃 加 茂 4月26日(金) 
(鳥の巣箱ﾒﾝﾃﾅﾝｽ・大島桜
植樹手入れ・清掃の為) 

☆可児ロータリークラブ 事務局移転のお知らせ 
【旧住所】 
〒509－0203 岐阜県可児市下恵土 5166－1 

 可児市総合会館分室 2 階 
＜5月 1日より＞ 
【新住所】 
〒509－0214 岐阜県可児市広見 1 丁目 5番地 

 可児市総合会館 2階 
※TEL・FAX・E-mailに変更はございません 

出席報告（野村憲治委員） 
出席率 86.27％ 
会員 56 名 出席 44 名 欠席 12 名 
欠席者 福冨孝弘君 埴田惣一君 原正男君 

岡田雅隆君 祖父江寿男君 谷定貴之君 
山本幸夫君 

前例会の修正(4/9 分) 
中村大輔君(4/11eCLUBONE)河田敏和君(3/28 可児
RC)岡田雅隆君(4/8RI 第 1～3 ｿﾞｰﾝ会員基盤向上ｾﾐﾅｰ)
谷定貴之君(4/9eCLUBONE)  
以上 90.20％を 98.04％に修正 
前々例会の修正(3/31(4/2 例会変更)分) 
保浦博志君(4/10eCLUBONE)藤井友喜君(4/14 地区研
修・協議会)伊藤和幸君(4/14 地区研修・協議会)中村大
輔君(4/11 2019 学年度米山奨学生ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ)野村憲治
君(4/12eCLUBONE)小田漠己君(4/15eCLUBONE)大
澤渡君(4/14 地区研修・協議会)鈴木一成君(4/14 地区研
修・協議会)谷定貴之君(4/9eCLUBONE)宇佐美芳樹君
(4/14eCLUBONE) 
以上 78.26％を 100％に修正 

祝 福（安田一生副委員長） 

おめでとうございます！！ 

会員誕生日 伊藤  隆 君  4 月 16 日 

会員誕生日 兒玉  寿 君  4 月 20 日 

会員誕生日 宇佐美 芳樹君 4 月 20 日 

 

   

 

   

✿✿ お誕生日 おめでとうございます！ ✿✿ 

ニコボックス（小川保利委員長） 

日比野万喜男君  松山基邦さん、卓話、大変楽しみにして

おります。宜しくお願い致します。 

（同文にて）小川嘉吉君 稲垣圭次君 鈴木一成君 

山根雄司君 先日の地区研修･協議会にご参加いただ

きました皆様、ありがとうございました。

5 月の例会で報告がございますので担当

の方におかれましては宜しくお願い致し

ます。本日次年度副会長 松山基邦さんの

卓話を拝聴出来る事を喜んで！楽しみに

しています！  

（同文にて）松山基邦君 加藤浩一君 近藤俊也君 

松山基邦君 本日卓話させていただきます。皆様の午

後のひと時、眠りの妨げにならない様お

話いたします。    
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安達英昭君 松山基邦さんの卓話を拝聴できることを

喜んで！楽しみにしています！ 

（同文にて） 藤井友喜君 日比野良太郎君 平林米司君 

井川光雄君 石田銑一君 板津英基君 

伊藤和幸君 伊藤隆君 加藤浩一君 

河田敏和君 近藤斉宏君 真野健二君 

松平實胤君 松山基邦君 中村大輔君 

丹羽敬昇君 小田漠己君 小川誠君 

小川保利君 奥村正幸君 大澤渡君 

大島匡博君 朱宮新治君 住野龍之介君 

髙橋秀治君 田中進一郎君 塚原義成君  

梅田佳和君 宇佐美芳樹君 山田直廣君 

安田一生君 安田新平君 谷津義雄君 

 
会 長 挨 拶（日比野万喜男会長） 

 

 皆さん こんにちは。  

 一昨日 14 日に、地区研修・協議会がキャッスルホテ

ルで開催され、次年度がいよいよ本格的に始まったな

ぁという感じがします。出席されました皆様、お疲れ

様でした。 

 それと、本日、パスト会長の皆様と山根会長エレク

トに臨時パスト会長会議開催のご案内をさせていただ

きました。5 月 14 日の例会後、次々年度会長の選考に

関して協議していただきます。関係の皆様には、ご出

席よろしくお願い致します。 

さて、現代社会に生きる私たちは、ほとんどの人が

言語を使っています。初等教育を受けられる子供は、

日本では 100％近くあるものの、ユネスコの調査では、

世界で未就学児童が約 7000 万人、受けられても貧困

などにより終了できず、読み書きができない子供は約

2 億 5000 万人にものぼるといいます。しかし、読み、

書き、話すなど、よその国の言語や専門的な知識がつ

けばつくほど、コミュニケーションが拡がり、その人

にとって、また人類にとっても無限の可能性をもつこ

とができます。 

 人類が誕生した約 700 万年前から、長い間、人は言

葉を持っていませんでした。しかし、ある時から、こ

れまでにない複雑なコミュニケーションを仲間内でと

る必要が出てきました。それは、人が生きるために最

も重要な食料を確保するためです。それが言葉のコミ

ュニケーションの始まりで、数万年前といわれていま

す。 

 そんな時代、人は、どう猛な肉食獣の前では非力で、

なす術がありませんでした。ですから、肉食獣によく

襲われていた人類は、子供を 1 人でも多く生き残らせ

るために、多産の道を選びました。次々に出産する人

間の母親は、1 人の子供につきっきりではいられず、

目を離す時もあります。すると赤ん坊はわんわん声を

あげて泣きます。抱いてあげれば泣きやみますが、他

の子供の世話をやいている時にはなかなか抱いてあげ

られないので、言葉ではない音声で「ここにいるから

安心してね」という意味のメッセージを伝えたのでは

ないかといわれています。それが音楽的なメロディー

を伴っていたと考えられ、人類最初の言葉は、母親と

赤ん坊のコミュニケーションである「子守唄」ではな

いかというのが人類学での学説になっています。 

 ちなみに赤ん坊にたいする発話は、現代人のどの社

会のどの文化でも同じような抑揚があります。高音で、

ゆったりしていて、繰り返しが多い音声です。これは、

人間の子供が、絶対音感を持って生まれてくるという

特徴に関係しているといわれています。生まれたばか

りの赤ん坊は、当然ですが、言葉を理解していません。

赤ん坊は音の抑揚だけを聞いています。言葉を音の連

なりとして聞いているので、それはメロディーに近く、

国や文化によって違った言葉でも、赤ん坊が安心を感

じる音の抑揚はみな同じということのようです。です

から人類最初の子守唄も、きっとそのような抑揚をし

ていたのではないかと言われています。 

 子守唄のような音声によるコミュニケーションは、

最初は大人が子供に向けて発するものでした。しかし、

それが次第に大人同士にも広がっていきます。一緒に

歌を歌うというような音楽的なコミュニケーションに

は、人間の共感する能力を高める力があり、団結して

協力する行動を生み出し、複数の人間が一丸となって、

ひとつの目標、それは多くの子供達を養うための食料

を確保することですが、それに向かっていったと考え

られます。注意すべきは、これがまだ言葉ではないと

いうことです。言葉に至る前に、人類には歌や踊りと

いった音楽的なコミュニケーションが共有されていた

だろうということであります。 

 このようにして、我々人類の言葉のコミュニケーシ

ョンは発達してきました。最近では、通信技術の発達

により、一度も会ったことが無い人が友達になれます。

そんな時代です。そして、音の抑揚のない SNS で様々

な問題も発生しているようです。我々現代人は、最新

の通信技術の使い方を未来の人類のために、間違える

ことのないように伝えていかなければならないのでは

ないでしょうか。 

 以上、本日の会長挨拶と致します。 

 
その他委員会報告 
◎職業奉仕委員会（保浦博志委員長） 
職業奉仕担当例会（早朝例会：成田山）について 

日 時：4 月 23 日（火）7：40～8：40 

    ※希望者は 7 時よりご祈祷あり 

 場 所：成田山 

 ＊来週は早朝例会です。宜しくお願いいたします。 
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会員卓話   野村憲治プログラム・出席委員 

☆松山 基邦 君 
『私とゴルフ 今に至る様々な出会いと感謝』 

 

皆様こんにちは。松山でございます。 

本日は卓話の機会を頂きまして、誠にありがとうご

ざいます。この卓話の機会は一年 5 名の方々がお話さ

れたとしても、10 数年に一度の機会となります。次回

の卓話まで生きているか？クラブに在籍しているか？

分かりませんので今回の卓話最後のつもりでお話させ

て頂きます。 

では何をお話しするか？いろいろ考えましたがやは

りゴルフねた！が一番お話し易いと思いましたので、

何のひねりもなく「私とゴルフ 今に至る様々な出会い

と感謝」と題しましてお話をさせて頂きます。 

① 環境への感謝 

環境とは私の生まれた場所、家庭環境を意味します。

私の実家はサンパーク犬山の交差点を成田山方向に曲

がって頂いた所です。今は空き家になっておりますが、

昭和 37 年にあの地で誕生しました。当時はほとんど民

家もなく、周りは桑畑か田んぼ。サンパーク犬山も丸

山子ども未来園も池でした。 

私には 6 歳上の兄がいます。2 人兄弟です。兄は名

古屋の従兄弟の影響もあり、今で言うお受験で、私が

幼稚園に上がるころには猛勉強の日々でした。ですか

ら、兄弟で遊びまわることもなく、同年の幼馴染も数

人しかいない事で、自然にお一人遊びする事を覚えま

した。そのお一人遊びのアイテムにゴルフがあったの

でございます。 

 ここからは②親父への感謝の話になってきますが、

親父もお付き合いでゴルフをしておりました。好きだ

ったか？はわかりませんが上手くなかったことだけは

確かです。でも庭には練習用のネットが張ってあり、

上手くなかった割には、ゴルフクラブを頻繁に変えて

いたようで、物置にはスポルディング、リンクス、ピ

ン、ミズノなどなどのゴルフクラブが放置されており

ました。私はそれを持ち出して、池に向かって拾った

石を毎日毎日打っておりました。結構危険な一人遊び

でした。ですから初めてゴルフクラブ握ったのは何

歳？と聞かれましても私自身覚えておりません。 

 また時々親父が本当の練習場に連れて行ってくれま

した。ライン大橋を渡って、直進した先に当時練習場

がありました。ラインゴルフ練習場です。ご記憶の方

もいらっしゃると思います。6 打席ありましたか？？

80 ヤードありましたか？？大変懐かしいです。 

 小学生にもなりますと、何球かに一度向こうネット

に届きました。帰りには、ジュースを買ってもらうの

が楽しみでした。ここで親父に対しての一番の感謝と

なります。練習場に連れて行ってくれたことではあり

ません。父親がゴルフに対してさほどの興味がなかっ

たことです。今ゴルフ場でよく見かけるのが、子供の

姿です。親とラウンドするならまだしも、親はクラブ

ハウスまでの送迎で、ラウンドは専門のインストラク

ターが教えている。プロになんかしようなんて思って

ませんよ～って言いますが嘘です。そんな誤った方向

に私を導入れなかった親父に感謝します。国内にはツ

アープロ、レッスンプロいろいろ合わせて 4,000 人以

上のプロゴルファーがいます。ゴルフだけで真面に食

べれるのは、150 人までです。あとは何か副業をして

いるのが現状です。 

 真面にレッスンしているなら良いのですが、稼ぎが

ないプロは道具を売り出します。なまじ上手いのでそ

れなりの方とのお付き合いがあります。その人たちに

聞いたことがないワークスのクラブを、まあまあな値

段で売りつけます。ゴルファーは欲の塊の人たちが多

いですから多少の金額でも、私のように（N さんのよ

うに）買ってしまうのです。私ももしも仮に若かりし

頃から、ゴルフに関わる仕事をしていたらかなりの確

率で皆さんにゴルフクラブを買って頂いていたと思い

ます。犬山ロータリークラブの会員にもさせて頂けて

ないでしょう。 

③師匠への感謝 ④友人への感謝は重複しますので

まとめてお話します。 

私のゴルフの師匠は、今はユーグリーン中津川にお

ります、永井友之プロです。42 歳ぐらいの頃、友人の

紹介で知り合いました。遅咲きの苦労人ですが、予選

会からクリアし、日本オープンにも 4 回出場した方で

す。中部オープンも勝利しています。当時はみずなみ

カントリーで月 2 回ベース、約 3 年間ぐらいラウンド

しました。いつも最終組でのスタートで前半の 9 ホー

ルは普通に回りますが、後半の 9 ホールはその場その

場のレッスンとなります。バンカーにボールを撒いて

何発も！20 ヤードのアプローチを何発もといった具

合です。まともに 9 ホール回ったことがありません。

大体 16 番ぐらいで日没終了です。 

その時知り合いになったプロの友人の皆さんが、い

ろいろな業種の方々で、いまだに仲良くさせて頂いて

おります。本当に永井プロには感謝しております。 

5 番目の感謝。空欄になっておりますが、それはや

はり家内への感謝となります。 

今日の卓話はこれからがメインの内容です。家内と

はこのクラブの何名かの方、またハーブの会ではメン

バーの奥様方にはご同伴頂き誠にありがとうございま

す。ご迷惑はおかけしておりませんでしょうか？よく

夫婦でゴルフに行くと地獄絵図を見るとか、あのご夫

婦とは二度と一緒に行きたくないなど耳にします。私

ども夫婦はそのような事の無いよう過去の失敗の経験

からある一つのルールを決めました。 

それはラウンド中は会話をしない事。ナイスショッ

ト！！マナーに反するかもしれませんが、お互い声を

掛けないというルールです。俗に言う放置プレー！ま

たゴルフに行くのはお互い様。土曜日、日曜日いなく

ても全く文句言われません。素晴らしいパートナーで

あります。お互い怪我や病気に気をつけて、ボケない

ようにしていきたいと思っております。 

本日はつたない内容でございましたが最初で最後の

卓話ご清聴頂きありがとうございました。 


